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需
要
見

通
し
を
織

り
込
ん
だ

今
年
上
半

期
（
１
〜

６
月
）
の

粗
鋼
生
産

は
約
５
６

０
０
万
㌧
で
、
昨
年
上
半

期
よ
り
も
２０
万
㌧
ほ
ど
増

え
る
見
通
し
。

見
通
し
に
よ
る
と
、
４

〜
６
月
の
鋼
材
需
要
は
前

年
同
期
比
０
・
４
％
増
の

２
５
７
５
万
㌧
。
１
〜
３

月
比
で
は
約
３
％
減
少
す

る
が
、
例
年
に
比
べ
る
と

減
少
幅
は
小
さ
い
。
製
造

業
向
け
を
中
心
に
引
き
続

き
好
調
な
需
要
が
続
く
形

だ
。鋼

材
需
要
の
う
ち
普
通

鋼
鋼
材
は
２
０
７
１
万

㌧
。
こ
の
う
ち
内
需
が
１

５
３
６
万
㌧
、
輸
出
が
５

３
５
万
㌧
。
輸
出
は
前
年

同
期
、
前
期
比
と
も
に
減

少
す
る
見
通
し
で
、
４
月

以
降
も
国
内
優
先
の
出
荷

が
続
く
こ
と
に
な
る
。

普
通
鋼
の
部
門
別
消
費

の
増
減
率（
前
年
同
期
比
）

を
見
る
と
、
建
設
が
０
・

５
％
減
な
の
に
対
し
、
製

造
業
は
２
・
８
％
増
。
製

造
業
で
は
造
船
、
自
動
車

が
引
き
続
き
好
調
に
推
移

す
る
見
通
し
。

【
大
阪
】
中
山
鋼
業
（
社

長
・
曽
田
展
生
氏
）
は
３１

日
、
大
阪
地
方
裁
判
所
か

ら
会
社
更
生
手
続
き
終
結

決
定
を
受
け
た
。
同
社
は

９９
年
３
月
、
会
社
更
生
手

続
き
開
始
を
申
請
し
事
実

上
倒
産
。
共
英
製
鋼
と
合

同
製
鉄
の
共
同
支
援
と
、

関
西
地
区
丸
棒
業
界
の
構

造
改
善
成
果
を
受
け
て
再

生
の
道
を
歩
み
、
更
生
計

画
認
可
後
３
年
余
り
で
早

期
終
結
す
る
に
至
っ
た
。

経
営
陣
、
株
主
構
成
は
現

体
制
の
ま
ま
継
続
す
る
。

更
生
計
画
は
総
額
１
０

８
億
円
の
更
生
債
権
を
、

９９
〜
２１
年
ま
で
の
１９
年
間

で
分
割
弁
済
す
る
と
の
骨

子
で
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後

業
績
好
転
、
資
産
処
理
進

展
も
あ
り
０４
年
１２
月
、
大

阪
地
裁
に
一
括
繰
上
げ
弁

済
を
申
請
。
こ
の
認
可
を

受
け
て
、
２
月
末
に
３０
億

円
を
繰
上
げ
弁
済
、
計
９５

億
の
弁
済
を
終
え
た
。
弁

済
率
は
更
生
終
結
の
目
安

の
３
分
の
２
を
大
き
く
超

え
８５
％
、
こ
れ
が
評
価
さ

れ
３１
日
の
終
結
決
定
と
な

っ
た
。

な
お
株
主
構
成
は
先
に

ス
ポ
ン
サ
ー
２
社
が
債
権

者
（
金
融
機
関
）
か
ら
買

い
取
り
、
共
英
、
合
同
が

各
４２
・
４７
％
、
メ
タ
ル
ワ

ン
１０
・
０４
％
、
三
井
物
産

５
・
０２
％
と
な
っ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
は
３１
日
、
４
〜
６
月
の
鋼
材
需
要
見
通
し
を
発
表
し
た
。
出
荷
相
当
の
粗

鋼
生
産
量
は
２
８
３
１
万
㌧
で
、第
１
四
半
期
と
し
て
は
９１
年
度
以
来
の
高
水
準
と
な
る
。

経
産
省
は
、
好
調
な
需
要
に
支
え
ら
れ
４
月
以
降
も
フ
ル
操
業
が
続
く
と
み
て
い
る
。

▽
…
中
山
鋼
業
は
３１

日
、
大
阪
地
裁
よ
り
更

生
手
続
き
終
結
の
決
定

を
受
け
た
。
佐
々
木
豊

法
律
管
財
人

が
「
ス
キ
ー

ム
の
理
想

形
」
と
し
て
い
た
協
調

支
援
体
制
に
よ
る
再
建

は
「
シ
ナ
リ
オ
と
し
て

も
こ
れ
以
上
の
仕
組
み

は
書
け
な
い
」（
高
島

成
光
元
事
業
管
財
人
）

と
の
声
が
出
る
な
ど
、

関
係
者
が
期
待
し
た
以

上
の
形
で
実
現
し
た
。

▽
…
最
大
の
原
動
力

は
、
い
う
ま
で
も
な
く

２
０
０
０
年
春
の
共
英

製
鋼
と
合
同
製
鉄
の
共

同
支
援
体
制
確
立
。
細

か
く
み
れ
ば
、
両
社
の

役
割
分
担
の
「
妙
」
が

あ
る
。
会
社
間
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
同
社
会
長

を
務
め
る
猪
熊
研
二
合

同
製
鉄
社
長
と
副
会
長

の
高
島
共
英
製
鋼
会
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
支
援
両
社

の
経
営
ト

ッ
プ
同
士

の
パ
ー
ト

ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
も
当

て
は
ま
る
。
新
日
本
製

鉄
副
社
長
で
あ
っ
た
猪

熊
会
長
は
、
債
権
確
定

（
カ
ッ
ト
）
交
渉
、
出

資
交
渉
（
三
井
物
産
、

三
菱
商
事
）
な
ど
に
腕

を
ふ
る
い
、
長
年
電
炉

経
営
に
携
わ
る
高
島
副

会
長
は
、
同
業
・
国
光

製
鋼
と
の
提
携
な
ど
で

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア

を
生
か
し
た
。こ
の
他
、

法
律
管
財
人
の
描
い
た

ス
キ
ー
ム
の
適
切
さ
、

通
常
再
建
策
の
柱
に
な

る
人
員
合
理
化
を
一
切

行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
従
業
員
の
士
気
高

揚
も
大
き
な
原
動
力
と

な
っ
た
。

▽
…
同
社
の
再
建

は
、
電
炉
不
況
、
金
融

不
況
を
背
景
に
、
会
社

更
生
法
適
用
申
請
前
の

迷
走
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

し
か
し
５
年
前
に
構
築

さ
れ
た
共
同
支
援
体
制

以
降
の
歩
み
は
、
構
造

改
善
成
果
を
享
受
し
な

が
ら
一
気
に
終
結
の
ゴ

ー
ル
を
迎
え
た
気
が
す

る
。
（
藪
内

真
之
）

伊
藤
忠
商
事
金
属
資
源

部
は
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
の
拡
大
を
狙
い
、
４
月

１
日
で
新
会
社
「
ア
イ
・

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
設
立
す

る
。
新
会
社
は
金
属
資
源

部
の
金
属
原
料
セ
グ
メ
ン

ト
を
母
体
に
し
て
設
立
、

現
在
の
金
属
資
源
部
の
業

務
を
受
託
す
る
。

本
社
は
伊
藤
忠
商
事
本

社
（
東
京
都
港
区
）
内
。

社
長
に
山
本
勝
金
属
資
源

・
石
炭
部
門
長
補
佐
、
取

締
役
に
大
倉
正
寿
金
属
資

源
部
金
属
原
料
担
当
部
長

・
大
阪
リ
サ
イ
ク
ル
開
発

課
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
兼
務

で
就
任
す
る
。
社
員
は
全

員
、
現
在
の
金
属
原
料
セ

グ
メ
ン
ト
部
員
が
兼
務
す

る
。鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
中
心

に
し
た
金
属
原
料
取
り
引

き
と
リ
サ
イ
ク
ル
取
り
扱

い
の
体
制
強
化
と
経
営
効

率
向
上
を
促
進
。
グ
ル
ー

プ
内
外
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
充
実
し
て
業
容
を
拡

大
、
将
来
は
独
立
事
業
会

社
を
目
指
す
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
大

手
電
炉
メ
ー
カ
ー
、
エ
ヌ

ケ
ー
ケ
ー
条
鋼
（
本
社
・

東
京
都
中
央
区
）
は
き
ょ

う
４
月
１
日
に
社
名
を

「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼
」に
変
更
。

ま
た
新
社
長
に
日
野
光
興

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
専
務
執

行
役
員
が
就
任
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
福
山

製
造
所
の
大
形
形
鋼
生
産

は
、
１
日
か
ら
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
に
移
管
す
る
。

１
９
９
９
年
４
月
の
発

足
以
来
、
経
営
再
建
に
全

力
投
入
し
て
き
た
折
井
晃

社
長
は
「
こ
れ
か
ら
が
本

当
の
実
力
が
問
わ
れ
る
」

と
す
る
。
折
井
社
長
は
き

ょ
う
の
臨
時
株
主
総
会
で

退
任
、
相
談
役
に
就
く
。

同
社
は
経
営
破
綻
し
た

旧
ト
ー
ア
・
ス
チ
ー
ル
の

鉄
鋼
事
業
を
継
承
、
新
発

足
し
た
。
２
千
億
円
近
い

有
利
子
負
債
を
抱
え
て
の

厳
し
い
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ

た
が
、
全
社
挙
げ
て
の
再

建
の
取
組
み
で
２
０
０
１

年
３
月
期
に
は
黒
字
計

上
。
以
来
、
連
続
黒
字
を

確
保
。
０５
年
３
月
期
は
売

上
高
１
７
０
０
億
円
、
経

常
利
益
２
９
０
億
円
程
度

が
見
込
め
る
模
様
。

東
海
カ
ラ
ー
社
長

に
澤
田
副
社
長

【
福
岡
】
新
日
本
製
鉄

系
の
塗
装
鋼
板
メ
ー
カ

ー
、
東
海
カ
ラ
ー
（
本
社

・
北
九
州
市
）
の
新
社
長

に
、
き
ょ
う
１
日
付
で
澤

田
献
副
社
長
（
５４
）
が
昇

格
。
初
代
社
長
の
石
田
良

三
氏
は
取
締
役
相
談
役
に

就
任
す
る
。

澤
田

献
氏
（
さ
わ
だ

・
け
ん
）
東
京
大
学
大
学

院
修
了
。
１
９
７
５
年
新

日
本
製
鉄
入
社
。
９６
年
八

幡
製
鉄
所
品
質
管
理
部

長
、
２
０
０
２
年
薄
板
事

業
部
自
動
車
鋼
板
営
業
部

長
、
０４
年
７
月
か
ら
東
海

カ
ラ
ー
副
社
長
。
福
岡
県

出
身
。

【
札
幌
】
北
海
道
地
区

大
手
鉄
鋼
特
約
店
の
宮
澤

鋼
業
（
社
長
・
坂
本
幸
丸

氏
）
は
３
月
３０
日
札
幌
地

裁
へ
民
事
再
生
法
を
申
請

し
、
債
務
弁
済
禁
止
等
の

保
全
命
令
を
受
け
た
。
負

債
は
割
引
手
形
約
３４
億
円

を
含
め
約
１
５
８
億
円
。

同
社
は
１
９
１
９
年
創

業
。
各
種
鋼
材
販
売
や
工

事
を
手
が
け
、
０４
年
１２
月

期
の
売
上
高
は
２
７
１
億

１
千
万
円
。
バ
ブ
ル
期
の

不
動
産
や
株
式
投
資
の
失

敗
な
ど
で
約
５３
億
円
の
債

務
超
過
に
陥
り
財
務
内
容

が
悪
化
。
取
引
先
の
倒
産

が
相
次
い
だ
こ
と
で
信
用

力
低
下
と
与
信
枠
減
少
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
今
後

は
鉄
鋼
部
門
と
工
事
部
門

を
中
心
に
現
体
制
で
継
続

し
、
ス
ポ
ン
サ
ー
獲
得
に

よ
る
与
信
不
安
の
払
拭
で

再
建
を
図
る
方
針
。
債
権

者
説
明
会
は
４
月
７
日
午

後
２
時
か
ら
北
海
道
厚
生

年
金
会
館
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
溶

接
鋼
管
専
業
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
管
（
本
社

・
千
葉
県
市
原
市
、
社
長

・
齋
藤
敬
陽
氏
）
は
、
き

ょ
う
１
日
よ
り
新
生
Ｊ
Ｆ

Ｅ
鋼
管
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
。
年
間
売
上
高
は
約

１
５
０
億
円
で
、
生
産
量

は
年
間
約
２０
万
㌧
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
の
溶

接
管
事
業
再
編
に
と
も
な

い
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
が

旧
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
管
に
生
産
委

託
し
て
い
た
溶
接
管
製
造

事
業
を
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

に
移
管
。
小
中
径
一
般
構

造
用
な
ど
の
溶
接
管
に
つ

い
て
、
旧
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
管
は

子
会
社
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
管
建

材
で
製
造
し
て
自
社
販
売

し
て
い
た
が
、
販
売
事
業

を
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
管
建
材
に
営

業
譲
渡
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
旧
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
管
は
昨

日
付
で
解
散
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼

管
建
材
の
名
称
を
改
め
て

「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
管
」
に
変
更

す
る
こ
と
で
、
製
販
一
体

と
な
り
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
管
ブ
ラ

ン
ド
で
販
売
す
る
。

ビ
レ
ッ
ト
な
ど
の

輸
出
奨
励
策
撤
廃

中
国
、
税
還
付

を
取
り
止
め

中
国
政
府
（
財
政
部
）

は
３１
日
、
鉄
鋼
輸
出
に
対

す
る
増
値
税
の
還
付
制
度

に
関
し
、
ビ
レ
ッ
ト
、
ス

ラ
ブ
な
ど
鋼
塊
・
半
製
品

及
び
銑
鉄
輸
出
に
お
け
る

税
還
付
制
を
き
ょ
う
４
月

１
日
か
ら
取
り
止
め
る
と

発
表
し
た
。

中
国
で
は
輸
出
奨
励
策

の
一
環
と
し
て
、
鉄
鋼
を

含
む
製
品
輸
出
に
対
し
て

増
値
税
（
１７
％
）
の
一
部

を
還
付
す
る
制
度
を
設
け

て
い
た
。
鉄
鋼
製
品
の
税

還
付
率
は
１５
％
と
な
っ
て

い
た
が
、
昨
年
１
月
１
日

か
ら
１３
％
に
引
き
下
げ
て

い
た
。
今
回
の
半
製
品
、

銑
鉄
な
ど
に
対
す
る
税
還

付
の
取
り
止
め
は
、
同
国

政
府
が
か
ね
て
か
ら
意
図

し
て
い
た
低
付
加
価
値
製

品
に
対
す
る
輸
出
抑
制
の

狙
い
が
あ
る
と
み
ら
れ
て

い
る
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は

３１
日
、
西
日
本
製
鉄
所

福
山
地
区
５
号
高
炉
の

改
修
工
事
を
完
了
。
約

１
５
０
名
が
出
席
し
て

火
入
れ
式
を
行
っ
た
。

旧
川
崎
製

鉄
が
持
つ

超
短
期
改

修
工
法

「
大
ブ
ロ

ッ
ク
リ
ン

グ
工
法
」

を
、
旧
Ｎ

Ｋ
Ｋ
の
高

炉
で
初
め

て
適
用
し

た
統
合
効

果
の
一
つ

で
あ
り
、

旧
川
崎
製
鉄
の
千
葉
６

号
高
炉
改
修
（
９８
年
５

月
稼
働
）
の
６２
日
を
抜

き
５８
日
と
、
５
千
立
方

㍍
級
大
規
模
高
炉
の
改

修
と
し
て
は
、
世
界
最

短
記
録
と
な
っ
た
。

約
２
１
０
億
円
を
投

じ
て
、
炉
容
積
を
４
６

６
４
立
方
㍍
か
ら
５
５

０
０
立
方
㍍
に
拡
大
。

１
日
当
た
り
の
出
銑
量

が
１０
％
増
の
１
万
２
千

㌧
と
な
っ
た
。
出
銑
口

は
３
本
か
ら
４
本
に
増

強
。
熱
風
炉
も
休
止
中

の
１
基
を
改
修
し
て
４

基
操
業
体
制

と
し
た
。ま

た
、炉
頂
原

料
装
入
装
置

を
従
来
の
ベ

ル
方
式
か
ら
ベ
ル
レ
ス

方
式
に
全
面
更
新
す
る

こ
と
に
よ
り
、
装
入
原

料
の
分
布
制
御
性
を
向

上
さ
せ
、
安
価
原
料
の

使
用
拡
大
を
可
能
と
し

た
。
高
耐
蝕
レ
ン
ガ
の

採
用
、
炉
体
冷
却
設
備

強
化
な
ど
、
長
寿
命
化

を
め
ざ
し
て
い
る
。

中
部
地
区
６
社

５００
円
値
上
げ

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

大
同
特
殊
鋼
、
愛
知
製

鋼
、
中
部
鋼
鈑
、
共
英
製

鋼
名
古
屋
事
業
所
、
山
口

鋼
業
は
４
月
１
日
購
入
建

値
を
ダ
ラ
イ
は
据
え
置

き
、
そ
の
他
５
０
０
円
引

き
上
げ
Ｈ
２
!
２
万
１
９

０
０
円
と
す
る
。

ト
ピ
ー
工
業
豊
橋
製
造

所
は
同
建
値
を
鋼
ダ
ラ
イ

・
銑
ダ
ラ
イ
は
据
え
置

き
、
そ
の
他
を
５
０
０
円

引
き
上
げ
Ｈ
２
!
２
万
２

５
０
０
円
と
す
る
。

【
日
本
鋳
鉄
管
】
①
組

合
員
平
均
１
２
７
万
円

（
１
２
０
万
円
）
②
３
３

０
０
円
の
定
期
昇
給
を
実

施
、
定
年
退
職
時
の
退
職

金
を
最
高
３０
万
円
増
額
。

Ｈ
形
鋼
を

扱
う
流
通
業

者
に
と
っ
て

最
大
の
課
題

と
も
い
え
る

運
賃
問
題
が

東
京
地
区
で

再
び
問
わ
れ

は
じ
め
て
い
る
。
昨
年
の

市
況
高
騰
に
よ
っ
て
、
Ｈ

形
鋼
は
置
場
渡
し
７
万
６

千
〜
７
千
円
（
ベ
ー
ス
）

に
対
し
、
運
賃
込
み
の
持

ち
込
み
渡
し
は
７
万
８
千

〜
９
千
円
以
上
が
通
り
、

流
通
各
社
が
目
標
と
し
て

い
た
運
賃
経
費
２
千
〜
３

千
円
が
確
保
さ
れ
て
い
た

▼
Ｈ
形
鋼
の
持
ち
込
み
販

売
は
浦
安
地
区
で
７０
％
前

後
、
北
関
東
地
区
で
９０
％

以
上
に
達
し
、
持
ち
込
み

渡
し
が
商
い
の
主
流
と
な

っ
て
い
る
。こ
の
た
め
、実

商
い
で
は
持
ち
込
み
渡
し

が
優
先
さ
れ
、
市
況
が
甘

く
な
る
と
持
ち
込
み
価
格

が
下
落
、
運
賃
問
題
が
浮

上
す
る
こ
と
に
な
る
▼
Ｈ

形
鋼
流
通
各
社
は
置
場
渡

し
と
持
ち
込
み
渡
し
の
価

格
差
は
最
低
２
千
〜
３
千

円
は
必
要
と
し
て
い
る
ほ

か
、
荷
姿
や
配
送
地
域
に

よ
っ
て
は
４
千
円
の
コ
ス

ト
に
な
る
と
い
う
。
Ｈ
形

鋼
の
運
賃
問
題
は
市
況
が

上
昇
す
る
と
解
決
、
下
落

す
る
と
確
保
で
き
な
い
パ

タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
て
き

た
▼
鉄
鋼
業
界
の
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
く

中
、
Ｈ
形
鋼
流
通
業
者
の

意
識
も
変
わ
っ
た
と
思
っ

た
が
、
現
実
は
置
場
渡
し

７
万
６
千
円
対
し
、
持
ち

込
み
渡
し
７
万
７
千
円
が

精
一
杯
と
い
う
状
況
だ
。

幸
い
、
Ｈ
形
鋼
市
況
は
持

ち
直
し
の
気
配
に
あ
る
。

新
年
度
入
り
を
契
機
に
も

う
一
度
、
流
通
各
社
の
意

識
変
化
を
期
待
し
た
い
。
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準
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